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２０２３年１２月２４日 クリスマス礼拝説教 

「神が定めた救いの時」（ルカ１章２６～３８節） 

 

〇ルカ１章２６～３３節について 
 
「天使は、彼女のところに来て 言った。『おめでとう、 

恵まれた方。主が あなたと共に おられる。』」（２８節） 
 
エリサベトが命を宿してから 「六か月目に」（２６節）、神の 

御使いは、マリアのもとに来て、彼女から産まれる男の子に

「イエスと名付けなさい」 （３１節）と命じ、その子が、とこ 

しえに続く国を治める 「偉大な人」 （３２節）になると告げた。 
 
今日のみことば：ルカ１章３５節 
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マリアは「あなたが『いと高 方の子』（３２節）を身籠る」と

聞いて戸惑ったが、御使いは続けざまに「その子が、神の 

みわざによ、、あなたのうちに降る」と語った。この方こそ

あなたの救い主としても産声を上げる神の子イエスなのだ。 

 

〇ルカ１章３６、３７節の みことば 
 
「あなたの親類の エリサベトも…不妊の女と言われていたのに、

もう六か月に なっている。神に で ないことは 何一つない。」 
 
御使いがマリアに告げた言葉と同じく、神が「そのように  

わたしは事を行う」と語られる〈みことば〉は、人の思いを

遥かに超えるものでも、神の命じられたとお、に必ずなる。 
 
「お言葉どお、、この身に成、ますように。」（３８節） 
 
☞マリアは恐れも悩みもあったが、みことばどお、に、神が

起こされる〈みわざ〉を受け入れる心も備わっていた。 
 
※よみがえられた後、キリストが 「信じて洗礼を受ける者は 
救われる」 （マルコ１６章１６節）と語られたように、神の恵みを 
受けた〈わたしたち〉も、みことばにある赦し、望みが 
来ることを喜び、絶えず 〈救い主の訪れ〉を待ち続けよう。 


